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研究成果の概要（和文）：　子どもたちの語彙が学校及び家庭生活の中で育つことに着目し、理科学習に必要な語彙を
獲得する新手法として、「親子で理科が好きになる語彙検定」及び「理科学習におけるメタ的学習語彙集」を開発し、
その実践研究を行った。
　前者は、家庭で扱うことが可能な語彙を検定の形でとりまとめ、家族間の会話の中で語彙を獲得させる仕組みであり
、後者は、教室の中で、教員と児童の間で共通認識を持つことが必要な語彙をその都度確認していくための冊子である
。これらを大学公開講座、ひらめきときめきサイエンス事業、教員研修等で実践・活用した。

研究成果の概要（英文）：As a new approach to enhancing children’s vocabulary at school and home, we 
developed two methods: “the test of scientific vocabulary between parents and children to help children 
learn” and “the usage of a standardized vocabulary collection for metacognition while learning 
science.”
The first method helps children acquire scientific vocabulary through family conversations. In this 
study, scientific vocabulary, which should be learned at home, was defined by the tests. The second 
method is utilization of a collection of scientific vocabulary that should be commonly understood by 
teachers and children during science sessions. These methods were practically implemented through a 
university open class for families, the hirameki (flash) and tokimeki (impression) science programs for 
students, and an in-service training program for teachers.

研究分野：科学教育・有機典型元素化学
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（１）研究開始当初の背景 

平成 20 年公示の新学習指導要領に「各教

科における言語活動の充実」が示されたこと

で、全ての教科で言語活動が盛んに取り組ま

れるようになってきた。理科授業の中でも、

学習者（児童・生徒）相互に説明しあったり、

調べたことや実験・観察したことを文章や図

表を用いて表出したりする学習場面は、学習

指導要領が示される前と比べて急激に増加

している。 

理科学習の中で言語を媒介とした協働性

や表出を学習として取り入れることの意義

と効果は言うまでもない。研究代表者らは、

①学習者が行なっている言語活動の質はい

かなるものであろうか、②実験・観察を基盤

とする理科授業をすすめる上で、学習者と教

師は内容理解のために必要となる語彙をど

の程度共有できているであろうか、③効果的

な実験・観察のための仮説を班で話し合う学

習場面は多く見られるようになったが、そこ

で学習者が行なっている話し合いの質を、教

師はどのように看取り、どのように関わるこ

とが必要とされているのか、といった 3点に

関する研究を進めていくなかで、学習者の語

彙の習得状況が表現の質に深く関わる要素

となることを明らかにしてきた。これは各教

科共通であり、学習内容や専門性に関わる語

彙の習得状況が、授業における話し合いや発

表など言語活動の質を支えていると言える。 

科学的概念形成のための語彙の獲得は、実

験・観察において学習者が認識した現象を科

学的事象として把握し直すための表現ツー

ルであるとともに、話し合いや発表など、学

級において個々人が得た経験や知識を効果

的に共有するためのコミュニケーションを

支えるツールでもある。こうした語彙の獲得

を系統的に、「現在行なわれている理科の授

業」や「連携を前提とした国語科の授業」な

どで実現することができれば、それは理科学

習における言語活動の充実自体が、実験・観

察を基盤とする理科学習の充実につながる

ことになる。 

一方で国語科教育においても、他教科の言

語活動に関わる語彙の習得について、他教科

との連携をとりながら、育成していく方法を

模索しようとする実践的研究を進める必要

がある。特に説明的文章教材などの読解学習

を行なう場合、他教科の学習内容に関わる語

彙の学習を意図的計画的に行なう可能性が

ある。しかし、国語科における読解学習のよ

うな間接的経験に基づく、文脈的な理解と、

理科や社会科の学習における直接的な語彙

理解とでは、語彙の習得の過程が異なってお

り、その内面的な過程を明らかにするための

研究が進められなければならない。 

 
（２）研究の目的 

本研究では、対象として小学校理科を選択

し、実験・観察を基盤とする理科学習におい

て、言語活動の質を支える理科学習に固有の

語彙の特性を明らかにし、それらを理科学習

の中で学習者に身につけさせるための効果

的な指導および学習の方法を開発すること

を目的とする。 

 さらに、文系の多い小学校教員構成に即し

た担任理科のための「教師教育」手法の開発

にも取り組み、理科と国語科の協働による授

業構成手法の普及啓発につなげる。 

 

（３）研究の方法 

国語科教育を専門とする教科教育担当教

員と理科の内容学を専門とする教科専門担

当教員および教師教育を専門とする教職担

当教員の協働研究として、次の研究を進めた。 

(1) 科学的現象に対する説明の実態調査を

通じて、小中学生の科学的語彙の活用力に関

する研究を行った。特に、小学校 4年理科の

既習内容に関する獲得語彙調査の分析を行

なった。具体的には、「空気を押し縮める実

験」および「電流の実験」に関する映像問題 



  

図 1 空気のちからと電流に関する映像問題 

を作成し、小学校 5年生から中学校１年生ま

での3学年に渡って自由記述型質問紙による

調査を行い、分析した。 

本研究内容に関しては、学会発表①で報告

した。 

(2) 家庭の中で理科学習語彙を習得するた

めの新手法－親子で理科が楽しく学べる語

彙検定－の開発と実践を行った。具体的には、

日常生活の中で、身近に使用されうる理科的

な言葉を取り上げ、これらの言葉を国語的な

活用力を含めて設問化し、親子で会話しなが

ら、問題を解くスタイルを確立し、大学にお

ける公開講座や小学校のPTA主催の交流会等

の場を活用し、実践的研究を行った。問題作

成に当たり、国語の中で取り上げられる理科

的な言葉の設問を作成したり、映像を見てそ

の映像の内容を解説したりするスタイルの

設問を開発した。主体的に親子で会話しなが

ら、取り組める設問づくりに取り組んだ。 

  
図 2 語彙検定開発問題の事例 

本研究内容に関しては、雑誌論文①および

学会発表②で報告した。 

(3) 理科におけるメタ的学習語彙集の作成

とその活用について検討した。 

小学校理科で必要となる学習語彙を洗い

出し、平成 22 年度に試験的に作成した「理

科学習におけるメタ的学習語彙集」を改定し、

実際に、現職小中教員に意見を求め、今後の

開発および活用に関する調査研究まで行っ

た。 

本研究内容に関しては、学会発表③および

図書②で報告した。 

本語彙集は大きく２パートで構成し、小学

校 3～6 年の内容に関連した項目・図・表を

中心に配置しており、以下の通りである。 

第一部 理科学習における言語活動の手引き 

「話し合い」の手引き・「調べ学習」の

手引き・「観察・記録文」の手引き・「図・

表・グラフ」の書き方 

第二部 理科の学習で使う言葉 

第一節 理科の見方 

  性質・変化・はたらき・条件・成長する 

 第二節 理科の考え方 

  発見する・比較する（比べる） 

  関係づける・予想する 

 第三節 理科の学び方 

  準備する・実験する・観察する 

  振り返りと考察・研究する 

 

図 3 第一部の例：「話し合い」の手引き 

 

図 4 第二部の例：観察する 

これら全ての研究成果をまとめ、ホームペ

ージ①を作成し、研究成果の社会還元に努め

た。 

 



（４）研究成果 
（1）本調査では、学年進行とともに語彙の
定着がみられると同時に、4 年生時点で定着
していない語彙あるいは、誤って獲得してい
る語彙については、そのまま学年が進行して
しまうのではないかと思われる結果も見ら
れた。本調査を通じて、これらの要素を再認
識する結果を得た。本研究成果を研究(2)お
よび(3) の基礎研究とし、研究を展開した。 
（2）3年間研究を通じて、3種類の理科が好
きになる語彙検定の問題を作成し、福井大学
(2012 年 7月 7日)、大野市小学校(2012 年 11
月 18 日)、サイエンスアゴラ（2013 年 11 月
9，10 日）永平寺町小学校（2014 年 3月 8日）
等で実践した。各回では、始めに全体に趣旨
説明を行ったのち、家庭で取り上げてもらい
たい、あるいは、国語や理科の時間に活用可
能な問題に親子で会話しながら取り組んで
もらい、その後、実験を交えながら、解説す
るスタイルを確立した。参加した親子からは、
子どもが想像以上に理科的な語彙を獲得し
ていることを保護者が確認できたり、親子で
楽しく理科的な内容で会話が進むことを認
識できたりするなどの成果が得られた。副次
的ではあるが、国語を専攻する院生とともに
本研究を進めたり、小学校の PTA と連携しな
がら進めたりしたため、理科を専門としない
関係者に対する理科内容学学習の支援にも
つながった。 
（3）「理科におけるメタ的学習語彙集」の作
成も国語科教育担当教員、国語を主専攻とす
る大学院生とともに、理科教科専門が主体と
なって、取り上げるべきメタ的学習語彙の策
定および語彙集の内容の検討を行い、語彙集
の形で製本した。本語彙集に関しては、福井
県内の小中学校教員、更には、福井および神
奈川 CST メンバーの協力を得、活用に関する
調査研究を行った。 
CST とは、平成 21 年度から独立行政法人科
学技術振興機構が公募事業として進めた、地
域の核となる小中理科教員の養成とその支
援および活動に関する調査研究事業である。
福井県では、学部生･院生および現職小中教
員を中心としたプログラムが行われている。
神奈川県では、CST となった現職小中教員が
神奈川 CST 協会を設立し、毎年、CST の理科
指導力向上のための自主研修を継続してい
る。平成 26 年 11 月 1，2 日に開催された神
奈川 CST 協会の宿泊研修会に参加し、本語彙
集を活用した研修を行った。 
その他、小学校理科を対象とした教育職員
免許状更新講習でも活用し、これらの研修会
の実践を通じて、以下のような意見を頂いた。 
①全体の印象 
〇写真・図・表がわかりやすく、小学生への
説明はしやすいが、文字の大きさや 1ページ
分の量が多い。 
〇大人が見るとわかりやすいが、児童が読む
と理解できるかどうか？ 
〇知識を得るのも楽しいですが、教え込まれ

ることも多いと思います。（教科書を）少し
離れて、ゆっくりと学習の本質に触れる時間
は楽しそうと思いました（なかなかその時間
は取れませんが） 
〇理科学習でもはっきり考えを伝えるため
のスキルを教えなければならないと知った。
言語活動は、あらゆる教科の学習の中で取り
組みたい。学習に使う言葉の理解を切り口に、
理科のものの見方・考え方を再発見するとい
う発想が新鮮である。 
②改訂すべき点 
〇内容が盛りだくさんすぎて、授業で使用す
る場合、一部の小学生以外には受け入れにく
いのでは。教師用としては良いのでは？ 
〇ところどころにワークシート的なものが
あると良いのでは。しかし、理科の特性上、
言葉を重視したワークシートでは、つらくな
るだけ。〇〇とは・・・。最後まで読まない
とわからない。途中でいやになる。結論を先
に。 
〇予想・観察・実験・結果・考察・結論の流
れの中で、考察ができない教員が多い。簡単
な事例で、考察を考えてみるようなページが
あると面白い（多くの先生にやってもらえる
ようなもの）。 
③活用する場面について 
〇レポートや自由研究を書く際の参考にす
る。 
〇新しい単元や実験・観察をする前に、言葉
の意味や記録のまとめ方や表現の仕方など
を指導するのによいと思う。 
〇第一節は子どもに読ませて、言葉の意味を
つかませられる。 
その他、多数の反響が有り、今後の研究成果
の活用につなげたい。 
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